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研究成果の概要（和文）：本研究では、強調の機能をイントネーションがどのように表すことが可能かを、タイプの異
なる複数の言語について、音響音声学的データに基づいて検討した。言語タイプとして、音の高低を用いる声調言語と
高低アクセント言語、音の強弱を用いる強弱アクセント言語を取り上げた。声調言語ではイントネーションは通常は用
いられないのに対し、他のタイプの言語ではイントネーションが用いられることがわかった。また、発話における声調
のピッチパタンは声調ごとの典型的なパタンからの逸脱（調音結合）では説明できず、声調の組合せからなる形態統語
論上の単位に付与される動的パタンと考えられることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to investigate how emphasis is expressed by means of i
ntonation in languages of different types; that is, tone languages, a pitch accent language, and a stress 
accent language. Examination of acoustic phonetic data has demonstrated that whereas the accent languages 
employ intonation to express the emphasis, the tone languages do not. Furthermore, the pitch pattern of th
e combined words in utterance should not be regarded as mere coarticulative adjustment, but as a dynamic p
attern assigned to each combination of tonal units that forms a morphosyntactic unit. 
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１．研究開始当初の背景 
１つの文、それらの分節音すなわち子音や
母音の連なりが発話されるとき、必ずそこに
は声の高低、強弱がかぶさって現れてくる。
文はどこも強めずにニュートラルに発話し
ようとした場合にはある一定のイントネー
ションのパタンが用いられる。それに対し、
強調する場合は、1 文の中の 1 語あるいはひ
とまとまりの句などの、何らかの意味的なま
とまりを強めようとし、そこが他より注目さ
れるような手段を用いる。これにはしばしば
超分節的な要素が用いられ、声の強弱、高低
として現れる。 
しかし、強弱、高低を語の音韻論的な弁別
に用いる言語がある。特に声の高低を語の音
韻論的な弁別に用いる言語では、文中の強調
と語の弁別との両方をどのようの行ってい
るのかという疑問が生じる。日本語は高低ア
クセントを持つ言語であるが、この観点から
の研究は進んできている(郡、1988、1997)。
しかし、東南アジアの声調言語についてはこ
のような視点からの研究は進んでいない。ま
た、声調も高低アクセントも持たない上に強
弱アクセントも無い言語についてもこのよ
うな視点からの研究は進んでいない。 
一方、イントネーションに現れる特徴は、
統語情報からの制約と、談話の中の 1 発話と
して、すなわちコンテクストによって明確化
する発話意図とによっても決定されてくる
ものがあることは、主に日本語についての研
究(郡、1997)から知られているが、このよう
な現象に言語普遍性があるかという疑問は、
声の高低の使用について異なるタイプの言
語で研究してみるべき課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、超分節素の果たす機能の
ひとつである強調を取り上げ、強調を示すた
めにイントネーションがどうなるのかにつ
いて、通言語的な対照研究を行うことである。
対象言語として、東南アジアの諸言語のうち
ビルマ語、タイ語、日本語、およびインドネ
シア語を取り上げるが、これらは声調、高低
アクセントなどを持つ言語と、それらを持た
ない言語という、超分節的要素について音韻
論的に異なるタイプの言語である。異なるタ
イプの言語でも共通のイントネーションの
現象がありうるのかという問いに対するア
プローチの基礎を固めるための研究である。 
 
３．研究の方法 
4 つの言語についてそれぞれ、(1)音声資料

を収集し、(2)音響分析を行って必要な計測
をして計測値を得、(3)計測値に基づいて検
討を行い、(4)言語間の対照を行う。さらに
(5)音響的特徴の中の何がどのように、イン
トネーションパタンに関与的かの検討を行
う。 
 
(1) 音声資料収集については、自然会話で

はなく、強調と非強調の機能が明確である文
を用いて、それを native speaker に演じて
発音してもらう形で音声を収集する。 
①各言語での、イントネーションのパタン

を可能な限り集める。そして、そのイントネ
ーションのパタンをもっともよく実現する
文を用意する。言語によってはイントネーシ
ョンが無いと主張されるものもあるので、そ
の場合は、統語論的にタイプの異なる文で、
どこにも強調が置かれていないニュートラ
ルな文を用意する。 
②用意した文を談話の中に位置づけ、それ

ぞれの談話の中で強調機能が実現される文
脈と、強調機能が不要な文脈の談話を作る。
自然なイントネーションが現れるためには
文および文脈が適切であることが必要にな
るので、この作業にはそれぞれの言語の専門
家と native speaker の助言が必要である。 
③ふたりの native speaker の対話で録音

するのが理想であるが、それが無理な場合も
あるので、最低限、目的とする文の発音が
native speakerによってなされるようにする。
音響分析を行うための音声資料であるので、
防音室内で録音を行う。 
 
(2) 音響分析で重要なのは計測値の取り方
である。言語ごとにその特徴を勘案しながら
決定する。原則として、基本周波数を計測す
る。基本周波数情報の原型を大きく崩さずに
特徴を捉えられる時点の計測を行う。 
 
(3) 計測値をもとにイントネーションのパ
タンを観察する。言語ごとに、強調と非強調
のイントネーションパタンの相違点と類似
点について検討する。 
 
(4) 言語ごとの検討結果を、言語横断的に
比較対照する。言語ごとに異なる条件下にあ
るものは単純にイントネーションパタンの
みを比較するのは危険である。必ず、その言
語内での位置づけを念頭に置いて対照する。 
 
(5) 音響的特徴の中の何がどのように、イ
ントネーションパタンに関与的かの検討を
行う。この段階では、可能性のある音響的特
徴を取り上げ、聴覚実験で何を確認すればよ
いかの手掛かりを探る。 
 
４．研究成果 
(1) 研究代表者と共同研究者の全員が、1カ
月に 1回集まり、研究の進行状況について報
告・確認するとともに、その時点での問題点
について話し合った。共同研究者は各言語の
専門家であるので、会議では言語ごとの違い
がしばしば明らかになった。研究の過程で考
慮すべき問題点がこの会議で明らかになっ
たこともあった。また、最終年度は 1カ月に
1 回の会議のほかにも集まり、結果の検討会
を行った。研究代表者と共同研究者が一堂に
会して話し合うことが非常に有意義であり、



その成果が特に、最終年度の論文発表・学会
発表に結実した。 
 
(2) 強調という言語的機能が、本研究で取
り上げた異なるタイプの言語ですべて、イン
トネーションを使ってあらわされるか、とい
う問いには、一部、否定的な結果が得られた。
すなわち、声調言語では、通常は、イントネ
ーションで強調を表すことはしないという
ことが明らかとなった。強調という機能は必
ず必要であるので、声調言語の場合は、他の
手段、たとえば語順、異なる文型などを用い
ている可能性があることもわかった。 
 一方で、非声調言語であるが高低アクセン
トを用いている言語(日本語)、および、高低
アクセントを用いていない言語（インドネシ
ア語）では、強調にイントネーションを用い
ている。 
 
(3) 上記の結果については、2つの疑問点が
指摘できる。ひとつは、①音の高低を音韻論
的に用いるという点では声調と高低アクセ
ントは同じであるにもかかわらず、文という
大きい単位に対して音の高低を用いるかど
うかが異なっているのはなぜかという点。も
う一つは、②高低アクセントを用いているに
もかかわらず、強弱アクセントを用いている
インドネシア語と同じように、文のレベルで
の音の高低パタンであるイントネーション
を用いているのか、という点。すなわち、日
本語とインドネシア語の共通点と、日本語と
声調言語の相違点とは何か、という疑問であ
る。研究開始時には、声調言語では強調には
通常イントネーションを用いないという結
果は予想できなかったが、本研究で収集した
データの中から上記２つの疑問点に対する
手がかりを分析した。 
 ①声調と高低アクセントの違い 
声調も高低アクセントも音の高低を用い

て語を区別している。音韻論的に有意味であ
り、多くは、多音節言語の 1語にそれが用い
られている場合に高低アクセント、単音節言
語の 1語、つまり 1音節に音の高低が用いら
れている場合に声調と呼ばれている。どちら
も1語という語のまとまりに対してかかって
くるので、声調と高低アクセントは音韻論的
な解釈の相違でしかなく、実態は同じである
という説もある。しかし、本研究の結果から
イントネーションとの関係は、声調と高低ア
クセントとでは異なっていると推測される。
ここでは声調と高低アクセントが異なるも
のであると考える根拠が出てきたと考えら
れる。そこで、声調の表れについて、本研究
で収集されたデータをさらに分析して検討
した。声調言語の 2音節の声調パタンを検討
した結果、声調ごとの典型的な声調パタンを
単につないだ形、つなぎ目が調音結合によっ
て変形したような形なのではなく、相対的に
補い合うような変形が両方に見られ、ダイナ
ミックな変化が起こっていると考えられた。

このことから、声調の表れは、各声調の静的
な表れをつないだものではなく、組合わされ
た声調によって動的に変形しており、一方で
高低アクセントは1語を構成している複数の
音節それぞれにはすでに変形の余地はない
と言い換えることができる。この点で両者は
異なっており、そのために、語より大きい単
位のレベルでの音の高低の使用に違いが生
じたと考えられる。 
 ②声調と高低アクセントの違いが上記の
ようであるために、強弱アクセントと同様に
イントネーションを強調に用いることがで
きると考えられる。強弱アクセント言語とし
てすぐ思い浮かぶのは、英語やロシア語であ
るが、それぞれイントネーションのパタンは
異なっている。また、本研究では、インドネ
シア語のイントネーションパタンも、英語、
ロシア語、日本語と異なっていることがわか
った。インドネシア語は強弱アクセントでは
なく、無アクセント言語であるという説もあ
るので、さらにイントネーションパタンにつ
いて研究を進める必要がある。 
 
(4) 本研究開始時に、イントネーションパ
タンの区別に関与的な音響的特徴を探索す
ることをひとつの目標とした。しかし、上記
(2)～(3)の結果を得たことで、その目標に向
かうに当たっての注意点がわかったので、そ
のことを述べておかなければならない。また
これは、この目標に到達するための重要な手
がかりでもある。 
 声調言語の分析で取り上げたのは2音節語、
3 音節語であった。組合せによってすべてが
互いに変形し合っている形で現れたが、それ
らには、語としてのひとまとまりであること
を示すかのような特徴もみられた。それを、
その1語としての高低パタンの固定として捉
えると、高低アクセントという解釈も可能で
あるように見える。しかし一方で、高低アク
セントの高低パタンは、語を構成している音
節ごとではなく、1 語全体での高低パタンで
しかない。つまり、各音節は全体の中にあっ
て初めてその高低パタンの一部を担うので
ある。各音節の相対的な高さの違いと捉える
ことは音節を分割していることになるので
間違いである。 
これは語の認定の問題にかかわってくる

が、語の認定は言語学ではおそらく最後まで
完全な解決は不可能である。しかし、語とい
う意味的なひとまとまりがイントネーショ
ンの使用を制限することがあることが明ら
かになった。 
本研究では１つの文という単位のひとま

とまりにかぶさってくる音の高低のパタン
であるイントネーションの研究から出発し
た。そのような大きい単位にかぶさる超分節
的特徴が、文の構成要素である語、語のまと
まりのそれぞれのレベルでの、意味的まとま
りあるいは統語論的なひとまとまり、といっ
た文法的な文の構成要素にもかかわるもの



であることが改めてわかることになった。言
い換えれば、全体を形作っている部品として
のそれぞれの部分の超分節的特徴が、最終的
な全体像にもかかわるということである。こ
のような、各レベルでの変形が積み上げられ
て最終的な文のレベルでの音調としてのイ
ントネーションが作り上げられていると考
えると、部分から全体を見る研究と同時に、
全体から部分を見る研究が必要であること
が確認された。 
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